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水稲の直帰栽培に関する研究第6報
夜鑓水稲の施肥法に関する研究明戸
吉岡金市・三宅 章
I 研賓の想額~間直子密栽培の粧lの生育相
さ、緯'*の移植栽培の輯の生育相さは著し〈異
るoその原因は、首:婚栽毎の絹は多聞に措種す
るが故tニ、要~)(IJ取まで要t二設置さずLで居りニれ
，t:二反し、移植裁培・の和は苗fでさいふ小面積めざ
ころに苗ぞ育成し、本田tヰ移離するのであるe
こめ生育初期の竃境の相違は直搭椙15移植紙、の
生息.的・形態的拘遣や惹起令るのであゐ。その
外観上の紺準、所調、主主育相の紺準ぞ比較すれ
ば、・生育初期、穿刈取前は直婚輩格・のJiIま穿に
被覆されτ居て極めて貧弱であり、商代t二生育
して居る総tニは比較されない位悪いのτある。
しかし~ ~)(lJ取後に於で遁嘗な降雨、叉除、福
永すれば念蓮に生育L、移植栽培の方が商代よ.
。本固に移植して一時生育が停滞じて居る時期
に車幅稲は最も生育旺盛であの、移植指の生
育以上になるq しかして、その後ィ幼穂形成期
前、卸も、 7月下旬より 8月上旬t二直橋艇は葉
の色が薄くなり一時生育が停滞する炉、穂!'Jz期
臥後lこは再び襲の色1J~温〈なるのである。この
現象は移椋椙には見られな ~Yo
以上の様な直矯稲さ移植絡の生育相め相蓮あ
るため宮然施肥の時期を草壁へな砂ればならない
のである。ニめ問題の解明のために菩々は昭和
2ö..こポット鼠験~賓地試験さにより研究会開
始し、その1部は既に報告して居。、ここでは
21年度のポアト試験成績や報告する。
E研慌の方法水艦直橋義精に於りる窒素
肥料の遁正なる施用時期ぞ略立するためt二、さた
の如きポット拡験や行っすこ。
ポットー約~.分の 1 反の‘磁器製。土積一大
原産業研究所圃揚の表土ぞ風乾~tこものぞ 1 ;j<
ヅト嘗lOkgo肥料で1.>f.'ツト雷り硫酸ァ νモ=
ア5gr、遁燐強石灰勾K 硫酸加里2grを安の如
き施肥法に依り施した。婚種-5月25日iこ浸水
しない水稲旭種ぞ播種し、‘iボツ F宮9本立ざ
した。そして、毎週生育調査し、最後に牧量調
査ιτ比較研究した司戸
(1)各肥棉乃全軍を5月25日矯種前Iこポット
地表面に撒布しするものo(2)渇憐酸石灰及硫酸
加里の金量、そして硫酸ア νモ品アの学量ぞ基
肥さbてポットめ上学麿の土墳に混合し、硫竣
アンモヰアの学量ぞ.7月10日に追肥さして地表
面に撒布しずミもの0(3)遁競按石灰昆硫酸加里
の金量、そして硫酸アおそユアの半量そ基肥ざ
してポットの上牛耳骨の土壊に混合し、硫酸アシ
モニアの10分の 3 'i- 7 月 10 日 t二、 11 ;分の 2~8
月初日じ地表面に遁肥さして撤布したもの。〈咋
2f J年度の試験より 1~誠じt試験を施行したの
であるう
以上め各試験匝さが、基肥の施用後直ちに播
種じ、 T寸位i二生長する迄は土壌水分布~71J%程
度ざし、其の後は1甚水さした司氏、追肥の施用
に際しては、 3象め水の補給4診断ちて土援水分-i'
90-111(，1%程度にして施用ι、其の後4日目 よ
り潜水さ~ko
第1表生育調査
穆丈 (cm.) • I分 豪 I本〉
月 日 1 区 1 2 11Ì 1 3 匡 l E区~区 13~
，6.14 9.4 ¥1.2 9.9 9.0 9.0 9.0 
21 l!9.7 3U3 31.' 9.0 9.0 9.0 
28 38.~ 39.0 切.I! ¥13.7 富3.7 21.(} . 7. 6 iS1;色 拍ムO o1.() 3i).O 36.7 33.7 
12 63.0 G4.6 59.4 51.0 61.7 52.3 
11) 72.6 71 ~0 67.0 81.3 73.7 77.0 
26 81.7 g.'l.3 80.~ 82.0 7晶.~ 77.0 
8. 2 87.9 90.4 86.6 60.'7 61:3 60.0 
9 91.& 92.2 90.0 55.0 o7.7 55.S 
lG 92.0 92.2 8~.( 6O.S 48.7 断】.3
23 93.7 !l2.8 90.0 46.0 42.0 '7.7 
30 95.0 1l3.1 90..3 . <13.0 是正.3 46.0 
9. 6 105.r 101.1 99.5 43.0 H.3 44.0 
13 10o.l 102.2 107.3 43.O H.3 U.Q 
20 105.~ 10'.1} 108.2 43.0 41.3 44.0 
有J;効令〈王子%鶏〉 62.4 55.8 o7.1 
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E 研現の鮭果各試鞍直に就~..毎週 1 回
Lt宵調査せる結果は第1表に明示して居る如〈
でれぞ昨20年度の生育さ比較して見る1:.昨年
度は8臣、邸払硫酸アシ奄ニァ半量ぞ基即、
!-)分の aを 7 月日目、 10分の 2~8月 111 日に遁
胞した厘の生育が悪なったのであるが.本年で
も生育中期頃迄は、その傾向があったが後期に
生育がよfな、今、 1臣、 2匝め生育よめむしろ
よ〈なっτ居る3 この原因は昨年度の稲作生育
期間の天候より、本年の稲作生育期間の天候の
方が良好であっすこため、晩期に施した硫酸7ン
そ品アめ肥般が或る程度顕著iニ現iまれたためで
'あり、叉基肥に全量施した1匝ず初期に著し〈
第S表牧量調査 '
鼠 厳 1 2 3 I 
本 歎 品3.0 .1.3 
縛 長 (cm) 62.6 63.S 64'.3 
• 長 (cm) ].6.5 15.7 lo.7 
tIl 粒 般 2長1量 23日n 官~5 I 
1 砲の籾粒叡 56.1 57.1 53.3 
fJl 重 1t (gr) 612616940 68.長8
籾1000粒重量 tg-r) 25.38 i 2o.17 2'.9晶
聡重 刷山 lMO1 11187
;tIl震蕊/..霊長x100 I 54.5 I U.O I '9.3 
乾動重 量 {gr)117&781b.6011W18
生育し港ぎ?こ?こめであポ
安i二、牧量調査せる結果は、第2表tこ示す知
ぐで、それを検討して見るに、 3Wiは1直より
本数多し卒均開長・穂長は長〈、藁重量は重
〈なってゐて、昨年の結果より丘掛であるが.
粗位輩、 1穂の籾位獄、籾重量、籾100<位重量
は昨年さ質りなぐ 1匝が2，3匝よらも大さな
って居る3 しかしなが色、籾位載、籾重量の各
試験直め差が昨年よりも小さなって居るこミは
天候の良好であっ1ここさi三原因して居る@であ
司，
00 
VJ :考察及摘要 水稲直播栽培の遁正 t.lる
施肥法在確立するために行九る試験であって、
その結果明かになりたるこさは
て1)硫酸アンモニアぞ基肥に全量ぞ地表慣に
ヰ措知したものが、 2回、 3聞に分施したものよ
り優れたのである。
(2)全量基肥匿さ 2回、 3回i二分施し1t.毘さ
の牧量の差は、天候不良なる年よらも支候良好
.なる年のかが，j、である。
こじぬ直埼栽培に於ける施肥法の研究結果は、
従来の移植栽培に於ける施肥法の研究結果より
著し〈異るのであるが‘そわは、生育初期の噴
境の相違によりて水稲の生理的、形態的~H遣を
もた色すためであるものの知("rある。
7J{稲の濯i既l二関する研究第6報
j甚I低方法Y稲及び雑草の生育 ・
吉岡金市
， .研到の楳題吾々の「水稲のj輩街tエ闘す
ら問究J(1)'二位へば、7](.稲さ臨も常に必歩しも
描*瀧j低しなぐでもよく生育じ、就中、幼穂形
成朗目前は主壇水分を飽和水量の約70%に保ち
幼陣形成明から湛71q濯j慨を行った方がよりよき
特有をするにもうか、はちが、硯質に行はれて石
る水艦の瀧瓶方法は、むじろその反動で、事月
ピ句の幼穂形成明以前には常時議水漕瓶しよぞ
れ以後には常時湛水謀長瓶Lないのである。それ.
u何故であらうかa一一之 Lに科事的じ究明せ
-ー-
. 、ー・ 宅 章
られなけれ6まならない問越がある。惟ふに、 、そ
の原因は8月上旬の劫穂形成期以前の時期が恰
も雑草の費生の設も多い時期であわ.縫っ工除
草作業を人の手.或は手の延長さιての入力用
除草機でする限り、 1甚*-賦思i二bなければ雑草
の費生が多〈なり、田面が固結しτ除主著作業が
甚し〈困難i三なるこさが原因の令うであるq そ
れを、 この賞験で確めるさ向時に、「水稲の瀧
漸に闘する研究jにて得たる結果‘ぞより兵糧的
な俊件の墓t二於τ確謹するために施行じたので
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